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し、安威川の4地点（ダム直下、桑原橋、長ヶ橋、名
神高速下流）、芥川の1地点（原大橋）を調査地点とし
て設定した。

（3）調査項目の選定
安威川ダム下流に位置するインパクト区、及び、芥

川上流に位置するコントロール区（安威川ダム/ダム
直下の対照地区）の各調査地点における短期的及び長
期的調査時の調査項目を表-3に示す。調査項目と内容
は、フラッシュ放流の生態系への効果を把握するため
の長期的な環境変化の項目とフラッシュ放流前後の河
床・河川生物への直接的な効果を把握するための短期
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図-10 BACIデザインにおける調査区域設定の考え方
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的な項目ごとに選定した。調査項目選定にあたっては、
フラッシュ放流の効果を把握するための流量や物理環
境の変化の状況に加えて、評価する指標生物の生態や
各地点の環境条件のバックグランド情報の把握も目的
として設定している。

5. おわりに

安威川ダムは、「人にやさしく環境にやさしく」を
キーワードに、大阪府河川周辺地域の環境保全等審議
会及び安威川ダム環境改善放流検討部会において検討
が進められている。今後は、より具体的なフラッシュ
放流計画、土砂還元計画、モニタリング計画の案を検
討していく予定である。そのために、実際のフラッ
シュ放流の運用に向けて、自然出水を対象とした出水
前後の調査を実施し、フラッシュ放流の検証のための
調査データを蓄積するとともに、モニタリングを行い
ながらフラッシュ放流計画及び土砂還元計画にフィー
ドバックさせていくPDCAによる見直し等を行う計画

である。平成32年のダム完成に向けて計画を今後も
随時計画を検討・更新し、ダム完成後のより良い環境
保全に向けて取り組んでいく所存である。

本報告を作成するにあたり、安威川ダム建設事務所
には、調査データの提供及び報告の機会をいただいた。

ここに深く感謝申し上げます。
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調査地点（インパクト区）
渓流環境 里山環境 平野部
ダム直下 桑原橋 長ヶ橋 名神高速下流

流況 流速、水位 ○ ○ ○ ○

景観 定点写真撮影 ○ ○ ○ ○

水質 水温、濁度、ＤＯ等 ○機械観測

河床材料、植生の状況（断面図） ○ ○ ○ ○

横断測量 ○ ○ ○ ○

＜従来手法＞
種組成、細胞数、沈殿量、有機物・
無機物含有量（強熱減量・強熱残
量）、藻類活性状況（クロロフィル
ａ、フェオフィチン）

○ ○ ○

＜新規提案＞
糸状藻類分布

調査地点（インパクト区） （コントロール区）
渓流環境 里山環境 平野部 渓流環境（芥川）
ダム直下 桑原橋 長ヶ橋 名神高速下流 原大橋

河床材料、植生の状況（断面図） ○ ○ ○ ○ ○
○○○○○量測断横

＜従来手法＞
種組成、細胞数、沈殿量、有機物・
無機物含有量（強熱減量・強熱残
量）、藻類活性状況（クロロフィル
ａ、フェオフィチン）

○ ○ ○ ○

＜新規提案＞
糸状藻類分布

○

底生動物
種類数、個体数、湿重量、生活型別、
水質階級別出現個体数、EPT指数

○ ○ ○ ○ ○

魚類相（種類数、個体数、体長、湿重量） ○ ○ ○ ○ ○

オイカワ（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○
カワムツ（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○
ムギツク（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○
カマツカ（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○
シマドジョウ（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○
アカザ（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○
カワヨシノボリ（親魚、仔稚魚） ○ ○ ○ ○ ○

○○）虫幼（ルタボジンゲ物動生底

短期的調査　調査項目

河道の変化

付着藻類

安威川下流域全域

長期的調査　調査項目

河道の変化

付着藻類

魚類

安威川下流域全域　※河川巡視の一環

表-3 調査地点毎の短期的及び長期的調査時の調査項目




